
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　調査の目的

２　調査の概要

(1) 県内に居住する18歳以上の男女

(2) 591人（各広域振興圏約150人）

(3) 設問票によるアンケート調査（郵送法）

(4) 令和４年１～２月

(5) 有効回収率 92.8％(549人/591人）

(6) 回答者の属性

回答者数 割合 回答者数 割合
　男性 280 (51.0) 　自営業主 51 (9.3)
　女性 265 (48.3) 　家族従業者 10 (1.8)
　不明 4 (0.7) 　会社役員・団体役員 31 (5.6)

　常用雇用者 197 (35.9)
回答者数 割合 　臨時雇用者 74 (13.5)

　18～19歳 0 (0.0) 　学生 8 (1.5)
　20～29歳 37 (6.7) 　専業主婦（主夫） 47 (8.6)
　30～39歳 73 (13.3) 　無職 94 (17.1)
　40～49歳 102 (18.6) 　その他 26 (4.7)
　50～59歳 108 (19.7) 　不明 11 (2.0)
　60～69歳 103 (18.8)
　70歳以上 122 (22.2) 回答者数 割合
　不明 4 (0.7) 　１人 69 (12.6)

　２人 206 (37.5)
回答者数 割合 　３人 108 (19.7)

  100万円未満 112 (20.4) 　４人 17 (3.1)
  100万円～300万円未満 276 (50.3) 　５人以上 4 (0.7)
  300万円～500万円未満 88 (16.0) 　子どもはいない 133 (24.2)
  500万円～700万円未満 41 (7.5) 　不明 12 (2.2)
  700万円～1000万円未満 13 (2.4)
  1000万円～1500万円未満 3 (0.5) 回答者数 割合
  1500万円以上 4 (0.7) 　ひとり暮らし 56 (10.2)
　不明 12 (2.2) 　同居人あり 459 (83.6)

　単身赴任 5 (0.9)
回答者数 割合 4 (0.7)

　持家（一戸建て） 435 (79.2) 　その他 1 (0.2)
　持家（集合住宅） 15 (2.7) 　不明 24 (4.4)
　借家（一戸建て） 18 (3.3)
　借家（集合住宅） 63 (11.5) 回答者数 割合
　その他 7 (1.3) 　1年未満 0 (0.0)
　不明 11 (2.0) 　1～5年未満 3 (0.5)

　5～10年未満 10 (1.8)
回答者数 割合 　10～20年未満 21 (3.8)

　県央広域振興圏 145 (26.4) 　20年以上 503 (91.6)
　県南広域振興圏 136 (24.8) 　不明 12 (2.2)
　沿岸広域振興圏 133 (24.2)
　県北広域振興圏 135 (24.6)

【居住地別】

【年齢別】

令和４年県の施策に関する県民意識調査(補足調査）結果

調査対象

調査対象者数

　県民の幸福に着目して策定した「いわて県民計画（2019～2028）」を着実に推進して
いくため、「県の施策に関する県民意識調査」で把握した分野別実感の変動要因を把握
し、政策評価に反映していくことを目的に、調査対象者を固定し複数年継続して調査を
行うパネル調査を実施するもの。

【居住形態別】

【居住年数】

　寮、老人ﾎｰﾑその他の施設

資料４

調査方法

調査時期

【男女別】

【所得別】

【職業別】

【子どもの数別】

【世帯構成別】



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇

平均値

1
自然に恵まれている
と感じますか

R4
R3
R2
H31

(4.34)
(4.34)
(4.30)
(4.39)

2
家族と良い関係がと
れていると感じます
か

R4
R3
R2
H31

(3.98)
(3.98)
(4.02)
(3.94)

3
お住まいの地域は安
全だと感じますか

R4
R3
R2
H31

(3.87)
(3.92)
(3.78)
(3.89)

4
住まいに快適さを感
じますか

R4
R3
R2
H31

(3.57)
(3.53)
(3.59)
(3.41)

5
仕事にやりがいを感
じますか

R4
R3
R2
H31

(3.55)
(3.64)
(3.60)
(3.70)

R4
H31

(3.45)
(3.16)

からだが健康だと感
じますか

R4
R3
R2

(3.33)
(3.40)
(3.42)

こころが健康だと感じ
ますか

R4R
3

R2

(3.53)
(3.55)
(3.63)

7
余暇が充実している
と感じますか

R4
R3
R2
H31

(3.41)
(3.33)
(3.50)
(3.10)

8
子育てがしやすいと
感じますか

R4
R3
R2
H31

(3.33)
(3.31)
(3.17)
(3.10)

8
地域社会とのつなが
りを感じますか

R4
R3
R2
H31

(3.33)
(3.36)
(3.42)
(3.43)

10
子どものためになる
教育が行われている
と感じますか

R4
R3
R2
H31

(3.28)
(3.28)
(3.21)
(3.09)

11
地域の歴史や文化
に誇りを感じますか

R4
R3
R2
H31

(3.24)
(3.31)
(3.29)
(3.38)

12
必要な収入や所得が
得られていると感じ
ますか

R4
R3
R2
H31

(2.88)
(3.02)
(2.87)
(2.71)

（項目）

問１－１  現在のあなたご自身のことについて、おたずねします。

6

（こころやからだが健康だと感じますか）

　「感じる」（「感じる」+「やや感じる」）の割合が高いのは、「自然に恵まれていると感じますか」の88.2％、「家族と良い関
係がとれていると感じますか」の71.6％、「お住まいの地域は安全だと感じますか」の73.6％となっている。

「平均点の算出方法について」
「感じる」を５点、「やや感じる」を４点、「どちらともいえない」を３点、「あまり感じない」を２点、「感じない」を１点とし、それぞれの選択者

45.9
47.5
47.0

52.3
36.4
35.2
38.9
36.8

22.4
27.1

21.9
26.5

23.3
21.5
23.4

16.3
17.7
19.3
20.3
25.2

15.3
13.3
13.8
15.8
15.3
18.9
22.2
22.2

17.7
15.2
18.4

13.8
7.3
7.9
7.4
6.3

13.3
16.3
17.4
16.8

5.1
5.4
5.0
5.3
8.9
9.8
12.7
13.8

9.5
10.3
10.0
8.7

42.3
42.4

40.4
35.8

35.2
36.8
33.9

33.2
51.2
44.1

44.8
44.0

35.3
35.9

37.3
36.8

27.9
28.5
27.9

30.8
40.8

31.7
38.4
39.2
39.8

38.8
36.1
38.4

34.1
34.3

38.4
24.2

19.9
18.0

16.0
19.7

35.5
34.9
36.7
35.5

21.1
21.0
21.2
21.3

34.4
38.0
33.9
31.5

24.2
27.1

24.4
22.5

7.8
6.3

8.4
7.5

16.2
15.2
14.5

16.8
16.4

17.2
20.8

18.5
22.8

20.5
19.3

24.7
20.0
20.5
20.8

15.3
23.3

24.8
21.9
21.2
22.7
22.4
21.9

22.7
23.9

22.8
21.3

27.8
23.7

21.7
26.9

27.8
24.8
20.1

20.8
23.3

27.0
24.9
27.5
30.7

27.0
25.4

23.6
28.7

24.2
25.4

24.6
18.2

1.8
2.1
2.2
2.8

6.2
6.3
7.1
6.0

6.6
6.7
7.1
6.8

11.5
13.3

14.6
13.8

8.9
8.2
8.8
7.0

13.1
16.7

17.1
16.8
14.8
12.6
13.3
10.2

15.7
19.1

15.3
21.5

7.1
9.3

11.0
10.7

20.0
19.8

18.4
14.3

6.2
8.6

9.5
12.0

16.9
16.3

18.1
13.8

22.6
20.1

17.9
20.2

1.4
0.2

3.1
3.0
2.8
4.3
1.8

1.6
2.9
1.8
6.7

6.7
5.2

7.5
5.3
3.7
5.2
7.0

6.9
12.7

8.0
6.8
6.9
6.0
6.1
5.3

6.9
6.8
5.3

10.0
3.5
3.0

4.3
7.0

4.7
6.3
5.9

6.3
3.8
2.8

3.8
6.3

6.6
5.8
7.1

4.7
16.2
13.0

19.4
23.2

1.8
1.4
1.8
0.2

0.4
0.7
2.3

35.5
34.5

29.9
24.8

1.5
1.4
0.7

3.5
33.7
32.2
28.4

22.8
4.6
3.9
4.3

6.2
1.8
2.3
2.2

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じる やや

感じる

どちらとも

いえない

あまり

感じない

感じない わからない

（非該当）

不明



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【平均点】

R4 3.75 点

R3 3.77 点

R2 3.77 点

H31 3.59 点

問１－２  あなたは現在、どの程度幸福だと感じていますか。

　補足調査協力者の全体の幸福感は、５点満点中3.75点となり、基準年に比べて上昇
となっている。

　「幸福」（「幸福」+「やや幸福」）の割合は69.4％となっており、前回と比較すると0.8ポ
イント低下している。

〇

〇

3.00

3.50

4.00

4.50

H31 R2 R3 R4

主観的幸福感（県計・広域圏別)

県央広域振興圏 県南広域振興圏

沿岸広域振興圏 県北広域振興圏

22.2

19.4

21.2

20.5

47.2

50.8

49.7

41.3

16.4

17.2

16.7

16.7

8.7

7.9

7.7

12.5

4.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幸福 やや幸福 どちらとも

いえない

あまり幸福と

感じない

幸福と

感じない

わからない 不明

3.00

3.50

4.00

4.50

H31 R2 R3 R4

主観的幸福感（県計・男女別)

男 女

3.00

3.50

4.00

4.50

H31 R2 R3 R4

主観的幸福感（県計・年代別)

18～19歳(参考） 20～29歳
30～39歳 40～49歳
50～59歳 60～69歳
70歳以上

3.00

3.50

4.00

4.50

H31 R2 R3 R4

主観的幸福感（県計・職業別)

自営業主 家族従業員 会社役員・

団体役員

常用雇用者 臨時雇用者 学生＋その他

3.00

3.50

4.00

4.50

H31 R2 R3 R4

主観的幸福感（県計・子の数別)

１人 ２人
３人 ４人以上
子どもはいない

3.00

3.50

4.00

4.50

H31 R2 R3 R4

主観的幸福感（県計・居住年数別)

10年未満 10～20年未満 20年以上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

≪参考≫
基準年割

合

(75.1)

(74.7)

(55.0)

(70.7)

(54.8)

(47.0)

(41.7)

(30.7)

(35.0)

(43.5)

(23.8)

(28.8)

(19.3)

(16.0)

(12.2)

(8.0)

(4.5)

(1.5)

問１－３　②最も重視する事項は何ですか。

17　その他

18　不明

11　治安・防災体制

12　地域コミュニティとの関係

13　子育て環境

14　社会貢献

15　教育環境

16　地域の歴史・文化

４　居住環境

９　自然環境

10　就業状況

５　家計の状況

６　友人関係

７　仕事のやりがい

８　職場の人間関係

問１－３　①あなたが幸福かどうか判断する際に重視した事項は何ですか。

○ 幸福かどうか判断する際に重視すると回答した人の割合が高いのは、「１　家族関係」の74％、「２
健康状況」の72.7％となっている。

（項目）

○ 最も重視すると回答した人が多いのは、「健康状況」の30.2％、「家族関係」29.9％となっている。

１　家族関係

２　健康状況

３　自由な時間・充実した余暇

８　居住環境

９　その他

10　就業状況

10　職場の人間関係

（項目）

１　健康状況

２　家族関係

３　自由な時間・充実した余暇

４　家計の状況

５　不明

６　仕事のやりがい

７　友人関係

10　子育て環境

10　社会貢献

10　地域コミュニティとの関係

10　治安・防災体制

16　自然環境

17　教育環境

74.0
72.7

53.9
46.8

42.1
37.9

32.8
25.1

22.8
19.7

17.5
15.8

13.8
9.8

7.8
5.3

2.4
0.5

0% 20% 40% 60% 80%

30.2
29.9

9.5
9.0
7.7

2.7
2.2
1.5
1.1
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.5
0.2

0% 20% 40% 60% 80%



問３

【重要度】

○

○

重要度が高い項目 重要度が低い項目
(参考） (参考）

番号 番号

1 4 ① 3 57 56 ⑨ 51

2 2 ⑤ 30 56 50 ③ 19

3 1 ⑤ 31 55 57 ① 5

4 3 ⑤ 34 54 55 ① 6

5 5 ⑨ 53 53 53 ④ 27

※　項目は設問文を要約して記載。

【満足度】

○

○

満足度が高い項目 満足度が低い項目
(参考） (参考）

番号 番号

1 1 ③ 21 57 57 ⑥ 36

2 8 ⑤ 30 56 56 ⑥ 42

3 2 ⑤ 33 55 55 ⑥ 35

4 2 ⑧ 49 54 54 ④ 24

5 9 ⑧ 48 53 51 ⑥ 37

【ニーズ度】

○

○

ニーズ度が高い項目 ニーズ度が低い項目
(参考） (参考）

番号 番号

1 2 ⑥ 42 57 57 ③ 21

2 1 ⑥ 35 56 56 ① 5

3 3 ⑥ 36 55 54 ① 1

4 6 ④ 24 54 55 ① 6

5 4 ③ 17 53 52 ⑦ 46

①：「健康・余暇」分野 ⑥：「仕事・収入」分野

②：「家族・子育て」分野 ⑦：「歴史・文化」分野

③：「教育」分野 ⑧：「自然環境」分野

④：「居住環境・コミュニティ」分野 ⑨：「社会基盤」分野

⑤：「安全」分野 ⑩：「参画」分野

問２  あなたは、今の生活全般について、どのように感じていますか。

○ 「満足」（「満足」+「やや満足」）の割合は61.6％となっており、基準年と比較して20ポイント上昇している。

　あなたの現在の暮らしからみて、調査項目の状態についてどれくらい満足していますか。

重要度の高い項目は、「適切な医療体制」、「犯罪への不安の少ない社会づくり」、「交通事故の少ない社会
づくり」となっている。
一方、「ILCや新たな産業振興への取組」、「特色ある私学教育の充実」、「日常的に文化芸術に親しむ機
会」などの項目が重要度が低くなっている。

順位
10の
政策
分野

項　　　　　　　目 順位
10の
政策
分野

項　　　　　　　目意識
調査

意識
調査

適切な医療体制 ILCや新たな産業振興への取組

犯罪への不安の少ない社会づくり 特色ある私学教育の充実

交通事故の少ない社会づくり 日常的に文化芸術に親しむ機会

感染症に対する備えが整っている社会 身近な地域でスポーツを楽しむ機会

災害に強く安心して暮らせる県土 外国人も暮らしやすい社会

一方、「商店街のにぎわい」、「農林水産業の担い手確保」、「安定した就職環境」などの項目が満足度が低
くなっている。

満足度の高い項目は、「県ゆかりの芸術家やスポーツ選手の活躍」、「犯罪への不安の少ない社会づくり」、
「購入する食品の安全性に不安を感じない環境」となっている。

順位
10の
政策
分野

項　　　　　　　目 順位
10の
政策
分野

項　　　　　　　目意識
調査

意識
調査

県ゆかりの芸術家やスポーツ選手の活躍 商店街のにぎわい

犯罪への不安の少ない社会づくり 農林水産業の担い手確保

購入する食品の安全性に不安を感じない環境 安定した就職環境

10の
政策
分野

項　　　　　　　目意識
調査

意識
調査

ごみ減量やリサイクルの定着 公共交通機関の維持・確保

自然環境を大切にした生活 中小企業の成長・発展

一方、「県ゆかりの芸術家やスポーツ選手の活躍」、「日常的に文化芸術に親しむ機会」、「身体の健康に関
する相談・指導」などの項目がニーズ度が低くなっている。

ニーズ度の高い項目は、「農林水産業の担い手確保」、「安定した就職環境」、「商店街のにぎわい」となって
いる。

10の政策分野

農林水産業の担い手確保 県ゆかりの芸術家やスポーツ選手の活躍

安定した就職環境 日常的に文化芸術に親しむ機会

商店街のにぎわい 身体の健康に関する相談・指導

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公共交通機関の維持・確保 身近な地域でスポーツを楽しむ機会

いじめや不登校への適切な対処 世界遺産を守り将来に伝えていくための取組

順位
10の
政策
分野

項　　　　　　　目 順位
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問４　あなたは、普段の生活で、以下の行動をどのくらいの時間行っていますか。

○

【行動種類別】

【収入別】

  100万円～300万円未満
  300万円～500万円未満
  500万円～700万円未満
  700万円～1000万円未満
  1000万円～1500万円未満

　１日当たりの行動の内容は、１次活動時間が558分（9時間18分）、２次活動時間が
635分（10時間35分）、３次活動時間が246分（４時間６分）となっている。

１次活動：睡眠、食事など生理的に必要な活動
２次活動：仕事、家事など社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動
３次活動：１次活動、２次活動以外で各人が自由に使える時間における活動
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問５  あなたが、この1年間で経験したことについて、あてはまるものを選んでください。
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（％） （％）

➀ 心身の健康 R4 12 53

①-1 からだの健康 R4 14 43

R3 11 63

①-2 こころの健康 R4 11 57

R3 8 76

② 余暇の充実 R4 14 60

R3 7 72

③ 家族関係 R4 19 28

R3 11 48

④ 子育て R4 7 33

R3 7 54

⑤ 子どもの教育 R4 6 38

R3 6 55

⑥ 住まいの快適さ R4 15 21

R3 9 38

⑦
地域社会とのつ
ながり

R4 10 50

R3 6 65

⑧ 地域の安全 R4 16 25

R3 7 50

⑨ 仕事のやりがい R4 11 31

R3 8 47

⑩
必要な収入や
所得

R4 6 40

R3 7 52

⑪
歴史・文化への
誇り

R4 7 19

R3 5 61

⑫ 自然のゆたかさ R4 18 9

R3 11 44

（項目）

各分野における新型コロナウイルス感染症の影響に係る実感（R4補足調査）
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新型コロナウイルス感染症の影響

回答内容

よ
い
・
や
や
よ
い

・マスクの着用によりインフルエンザ等の病気にならなくなったと感じる。（➀）
・会う必要がない人と会わない口実になった。（➀）
・休みが増え心身がおちつけた。（➀）
・自分の命は自分で守る。コロナ対策ワクチン接種は令和３年６月と７月と受けました。あと
インフルエンザは11月に受けました。（➀）
・自宅でも余暇が増え、テレビや読書など自由な時間が増えた（②）
・互いに体をいたわるように声を掛け合っている。（③）
・医療機関なので忙しさはあるが、やりがいを将来安定する職業なので安心した面もある。
（⑨⑩）
・半導体需要増により忙しくなった。（⑩）
・収入が減っていない為。（⑩）
・住んでいる環境は自然が豊かで安全と思う（⑫）
・長女が今年３月、宮城県仙台市の大学を卒業し引っ越しし、就職する為、手続き等をしなけ
ればなりません。その時に移動制限の制約が出来てしまえば私としては大変なので、そうなら
ない事を願います。

ど
ち
ら
で
も
な
い

・外へ出かける機会が減ったことにより、自分の時間を十分にとれるようになったが逆に出ら
れないが故に溜まるストレスもあるため、家族各々のリフレッシュの機会を作りにくくなった
かとは思う。（①②③）
・収入は年金のみだが、やりくりして暮らしている。贅沢をしなければ暮らせるが余裕はな
い。働きたい思いもあるが、コロナの影響で仕事がない。自分の働きやすい仕事があれば良い
と思う。働きたい人と企業のマッチング方法、情報発信が必要だと思う。高齢者でも分かるよ
うな正しい情報発信がほしい。パソコンやスマホを持たない人にも優しい社会になれば良いと
思う。（⑨⑩）
・外に出てもあまり友人と長く話す事がなくなった。（➀）
・仕事上一日中マスクをしている（➀）
・新型コロナウイルスの影響で県外への施設はできなくなったが県内の素敵な場所を見つけた
り安く旅館に泊まれたりなど良いこともあった。（③）
・外食が減った事で貯蓄は増えた。
・感染対策で清潔な人が増えたが目に見えないものなので不安は大きい。

や
や
良
く
な
い
・
良
く
な
い

・高齢のためウイルス感染症の不安から、仕事面、買い物などの生活面、社会奉仕、そして孫
たちの教育環境、あらゆる面で不安があり、行動範囲が狭まっている。行動する事によりウイ
ルス感染するのではないか、また他人や近隣への感染源になるのではないか、その不安が日に
日に高まってくる。その不安が社会面でも家庭面でも現れてきている。（①②③④⑤⑥⑦⑧⑨
⑩⑪）
・外に出る機会が減ったため脚が弱った。健康づくりの会（百歳体操）が開かれない。定期的
に集まっていた趣味の会を休んだ時期がある。生きがいとなっている。他県に暮らしている娘
家族が来れなくなっている。（①②③）
・旅行、外出、外食等の制限。（①②③）
・各種イベント、スポーツ活動、行事、祭りなどの中止による精神的影響。（①②⑤⑦⑪）
・外出することへの不安や、健康の不安が大きい、感染が怖くて外出が減った。（➀②）
・ダンススポーツを行っていましたが、コロナの影響で自粛となりあまりよくない影響を感じ
ています。（①②）
・離職し、おうち時間が多くなり体重が10㎏以上増加しました。高血圧になりました。夫が早
朝から就寝するまで飲酒をしている為、心のダメージが大きい。（➀②）
・必要な収入が得られず病院に行くお金がない為、生きる意味がわからなくなりました。おう
ち時間が増えて家を片づけることができた。在庫布の整理を兼ねてハンドメイド作品を販売し
自分のお小遣いを得られるようになりました。勤めていた頃は自分の時間が無かったが楽しみ
ながら製作でき収入も得られ少しだけ気持ちが明るくなりました。（⑩）
・年寄りをかかえているので大変です。（①③）
・高齢者の人達が外に行けない。話す相手がいない、買い物にも行けない、様々な事があり心
身ともに苦しい思いをしている。国民の全てが今そうである。（何かしらの不安を持ちながら
生活をしている）（①⑦）
・基礎疾患があり、癌も患っているので健康が心配。自分が感染したり、職場への影響で所得
へも影響大。（①⑩）
・なんとなく気分が重く感じる。（①）
・マスクの着用にストレスを感じる。（①）



・もし感染したら…と考えると、家族や職場に迷惑がかかるだろうという精神的な不安。ワク
チンの副作用・新型コロナウイルスへの恐怖心（➀）
・ワクチン接種やその他の対応が市町村より差が大きい。（➀）
・医療従事者であるため大変負担を感じている。（➀）
・２回目のワクチンで④～⑤日体調不良となった。（➀）
・医療従事者のサージカルマスク以外の普通のマスクを使用していますが、それでも酸素量が
15％減少してしまいます。そのため、長時間つけていれば様々な悪影響が懸念されます。心
臓、脳、肺が酸素不足になりかねません。そのために度々マスクを外して深呼吸せざるを得な
くなっています。（➀）
・過剰なコロナ対策で心身ともに参っています。ただの風邪なのだから、普通に医療機関で対
応するべきものを、保健所を疲弊させて効果のないマスク、安全性に問題のあるワクチンを強
制。狂っているとしか思えません。特定の業種についていじめとしか思えない規制もおかし
い。（➀）
・外出の機会が減り、少しさみしい気がする。（➀）
・学校教員なので感染症予防について日々の業も増え、神経を擦り減らしている。（➀）
・岩手県から関東方面への旅行に対してリスクがあって友人に会えない。（➀）
・基礎疾患を持っている為、ワクチンが受けられない。（➀）
・緊急事態宣言が発令されると、スポーツもできない、コンサートにも行けない、友達とも会
えない、会食もできない日々が続くと本当にうつうつとして食物だけ沢山買って太ってしまい
ました。当然、健康診断の結果も悪くなり驚きました。これからはwithコロナで、普通の生活
をしながら、コロナ対策をしていただければと思います。（➀）
・今まで簡単に行っていた東京旅行やコンサート、スポーツ観戦などストレスを発散させるこ
とができず、いつになったら今まで通りの生活が送れるのか、本当に残念でならない。（➀）
・市内の感染者の様子を聞くと外出がおっくうになり趣味にもやる気がでない。生活にメリハ
リがなくなり一日が終わるのが早く感じる。（➀）
・私は感染したことはありませんが感染した場合の事を考えるとストレスを感じる。（➀）
・持病があり居住地域の医療レベルを考えると感染した際の対応にかなり不安を感じていま
す。（➀）
・持病の為、家族に距離をとる事でお互いに気分を害する事がある。（➀）
・趣味のスポーツサークルの活動が制限されている。（①）
・人と集まる機会少なくなった。（①）
・マスクをして表情が分かりにくいので子ども達に影響がでないだろうかと考えます。（⑤）
・朝食後・歯間ブラシで隙間を清掃。イソジンうがい薬使用。添付の説明書に従って量をコッ
プに入れて。一回目15秒、二回目15秒間、計30秒間うがいをする。この後歯磨きをする。　夕
食後・歯間ブラシで清掃。コンクール（薬用マウスウォッシュ使用）。説明書に従って水で薄
めてコップに入れる。一回目15秒、二回目15秒、計30秒間。口の中でプチュプチュすすぐ。こ
の後歯磨きをしています。　感染は口からと云われています。マウスケアをしましょう。
（➀）
・東京の病院に治療で通っていたが、行けなくなり盛岡市の病院に転院した。治療方針が異な
り、十分に納得できないかつ仕方がない。（➀）
・肺炎になりやすいので、感染すると死を覚悟しなければならないこと。その理由により心が
不安定。（➀）
・友人と会う機会が一切なくなりストレスを感じる。子どもを遊ばせる際にも場所、ソーシャ
ルディスタンスに気を付けなければならずストレスを感じる。（➀）
・友人の葬式にも行けない。（➀）
・買い物以外で外出しにくい状態。もっと家族でお出かけしたいが、新型コロナウイルスが怖
くてできません。（②③④）
・県外に住んでいる子供に会えないでいる。病気で入院している親に面会できないでいるうち
に亡くなった。盛岡へ遊びや買い物に行くのを躊躇したり止めた。(感染が拡大しているた
め。）お祭りが２年続けて中止になっている。人の集まるイベントの中止。（②③⑦）
・子どもが産まれ、気軽に出かけたり子どもの行事に参加したりできない。子どもはマスクで
きないため感染しないか不安。（②④）
・人との距離が遠くなり他人を信用する事が減った。（②⑦）
・地域に感染者が出る度に趣味や生涯学習のサークルなの機会を失った。地域（市や町内会）
の行事がほとんどなくなり交流の機会が失われた。（②⑦）
・旅行や遠出が出来ないため、行事が中止となり地域の方々との関係が希薄（②⑦）
・もともとインドア派で、一人でいるのが好きなので、そこまで行動が制限された気はしな
い。（②）
・どこにも行けないもしくは躊躇する。遠くの友人とも会えない。（②）
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・ほぼ家にいるため買い物に行くだけで疲れる。体力、気力が低下。自宅で食べるために買い
物量（エンゲル係数）が増え食費がどんどん増えた。楽しみは食べる事。（②）
・マスクと消毒液のお金が掛かって葉書きが買えなかった。（②）
・外からの流入、水際対策がザル。怖くてどこにも行けない。少なくとも海外から来た人（帰
国含む）は陽性の有無に関わらず２週間ホテルに隔離してほしい。（②）
・外出が制限される。（②）
・外出する際の不安であり、感染対策がとられている場所へ出かける時でも制限を感じるこ
と。（②）
・外出を控えているので習い事のレッスンに通う事ができない。（②）
・外出先が限定される。あるいは外出できないため。（②）
・感染症のリスクから外出や友人と会うことが難しくなった。（②）
・県外での芸術鑑賞が出来ず余暇への影響を感じます。（②）
・県外に旅行があまり行けない。（②）
・行楽の自粛。（②）
・行動の制限。（②）
・行動の制限。（県またぎ等）（②）
・趣味の会の会員間の交流が思う様に開けない。（②）
・出かけられない。（②）
・生活の範囲が決められている。（②）
・大学時代の友人達等の知り合いに合う事が出来ず今住んでいる所からなかなか出る機会がな
い等の外出の機会が少ないため。（②）
・地域での行事やイベントも中止で地域の外へ、外出も少なくなった。（②）
・登山が趣味であるが２年前に「他県への登山」と計画していたがコロナ禍により計画がなく
なった。仕事上、他県への移動は控えており楽しみが減って大いに不満である。（②）
・福島の次男家族と会えないで２年。２歳ちょっとの孫も５歳になるとさみしいです。（②）
・友人に会って食事をしたり出来ず、寂しい。旅行が趣味だができない。（②）
・余暇の使い方の幅が狭くなった。（②）
・余暇を計画的、有意義に過ごす事が出来ない。（②）
・余暇活動がウォーキングくらいしかできず、仲間と交流できない。（②）
・旅行に行く機会が減った。（②）
・家庭でも不安要素になっている。気疲れしている。感染症対策は職場において重要課題に
なっている。（③⑨）
・オミクロン株の拡大で離れた家族に会いに行けない。（③）
・家族の旅行や帰省ができない。（③）
・遠方に住む家族、親戚との関係がコロナ以前とは変わって寂しいものになっている（③）
・遠方家族とのコミュニケーションがとれにくくなった。（③）
・子が帰省できない。（③）
・子どもが東京方面で生活していて去年８月に一カ月位休養に岩手に帰りたいと言っていた
が、コロナが流行っているから帰ってこないでと言ったら子どもはブチ切れていまだに電話に
は出ません。兄弟とは連絡をとっているみたいですが私も配慮が足りず、子どもが帰って来た
いと言ったら快く迎えてやればよかったと大変悔やんでいます。今は何があっても簡単に東京
にも行けないので早くコロナが終息してくれればと思います。政府のやり方も生ぬるく感じま
す。私達が常識と考えているのにコロナになったら家で待機「エッ」って思います。それに従
わなければなくてはなりませんがコロナ対策を真剣にむきあってほしいです。いくら「民主
党」が正しくても数の力で「自民党」がおかしいことを云っても「自民党の意見」がまがりと
おっているので自民党コロナ対策国民のために真剣に考えてほしいです。「コロナ」で心も暗
くなります。（③）
・実家が県外にあります。高齢者の両親に会いに行く事も出来ない状況です。県をまたいでは
いけないというのは理解出来ますが、何も出来ないもどかしさを日々感じています。（③）
・実家に住む父親がコロナ感染を恐れて、離れて暮らしている私夫婦との交流を避けるように
なった。テレビばかりを見ている。父親のメンタルヘルスが心配である。（③）
・他県に居る家族の帰省できる機会が減りなかなか会えない。（③）
・東京にいる孫に会えない。（③）
・娘の挙式の延期により精神的にも金銭的にも負担となっている。延期した日に滞りなく挙げ
られるか不安です。（③）
・離れて暮らす兄妹や施設に入所している祖母に合うことが制限されている。（③）
・他県に居る家族の帰省できる機会が減りなかなか会えない。（③）
・学校やこどもの行事やイベント等が、縮小または中止になったりすること。（④⑤）
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・感染症が怖くて動物園や様々な場所に遊びに行く機会が減った。それと共に学ぶ機会も減っ
たと思う。（④⑤）
・娘達が孫を育てている。孫達との交流が途絶えてしまい、こころの健康が家族みな悪影響を
感じている。（④⑤）
・子どもの行事等の中止。子ども同士で遊べない。大会の中止。（④⑦）
・降園、図書館に行きづらい。（④）
・幼児にとってキッズルームの閉鎖や縮小、イベントの中止や制限、行事の中止等、発育発達
の場が無くなるのはやむを得ないのですが痛いです。（④）
・マスクが苦しそう。（⑤）
・各地で就学旅行等、学校行事が中止となり子どもたちが多方面な興味をもつ機会が失われて
いる。（⑤）
・学校活動、行事、部活等において適切でない判断ではないかと思われる事もある。工夫する
事でカバーできる事もあると思うが追いついていない状況で子ども達がかわいそうだなと感じ
る事がある。（⑤）
・子供が大学でリモート授業になり、体調、メンタル面で不調となり、あと半年で卒業、内定
をとっていたが休学をせざるを得なくなり、内定辞退となり留年となった。（⑤）
・集団生活で得られるものが少なくなってしまったと感じる。（⑤）
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為と理解していますが、子ども達の学校生活の大きな
変化に親として戸惑いを感じております。十分な準備もないままインターネットを利用するの
では、という不安、学校生活、部活動の制限など子ども達のメンタルを考えていかなければな
らないと思っています。（⑤）
・先生（大人）が皆マスクをしているため感情を育む機会が減少しているのではないかと不安
を感じる。外ではマスクをつけることが当たり前となり周りとの関わりも少なく、周りを見渡
す機会も減りコミュニケーション不足をとても感じる。（⑤）
・修学旅行やスポーツ大会が中止となり子ども達の目標が失われた。（⑤）
・町内会の行事等感拡大防止の為、中止になる事が多い。（⑦）
・地域の伝統行事（祭り、町内会、同級会など）会合が開けない。（⑦）
・地域活動が中止状態にある。コロナ感染防止のため、外に出る機会が減り、挨拶や支え合い
が減っている。（⑦⑧）
・地域の新年会が中止になる等、交流の場の減少（⑦）
・人と話しをしづらくなった。（⑦）
・友人と会う機会が少なくなった。気軽に会話できない。マスク着用で無視をあからさまに平
気でする人がすごく嫌です。（⑦④）
・計画していた行事の中止や延期により地域住民のつながりがうすくなり次世代への継承が出
来なくなるので。（⑦⑪）
・お祭りなどのイベントがなくなって２年以上たったこと。（⑦）
・感染者の発表など個人を特定するような人数でもないのでインフルエンザのように学校名を
公表したほうが良いと思う。周りの人々からも「すべて公表し皆で気を付けようという気持ち
が大切」だという声が多い。そもそも悪い事ではない。誰がかかるかはわからない。（⑦）
・感染者人数よりも、もう少しわかりやすい町名を出してくれると行動そのものがやりやすい
と思います。（⑦）
・住民が外出しなくなっているのは地域経済にはよくない。（⑦）
・多人数での集会ができなくなった。（⑦）
・地域コミュニティの活動が活発に行われていましたが、コロナ感染拡大のため、ほとんど活
動していません。地域の繋がりは老若男女問わず大切な事だと思います。（⑦）
・地域での集まりが減ってしまったことで家から出ず体への影響が出ている人がいることか
ら。（⑦）
・地域の子ども達の盛岡さんさに参加がなくなり家族としても見に行けない。地区の公民館活
動がなくなり、話ができなくなった。（⑦）
・地域社会とのつながりは一切なくなった。地区行事もなく、地区の人達と会う事すらなく
なった。（⑦）
・地域社会のコミュニティが深くとれない。（⑦）
・町内会の行事・OB会なども行えませんでした。（⑦）
・自宅でも余暇が増え、テレビや読書など自由な時間が増えた。その影響で地域とのつながり
が希薄になった。（⑦）
・子どもの教育施設で新型コロナウイルスが出てすぐに子どもを休ませたら休んでいるせいで
勝手にうちがコロナ患者だと噂をされ教育施設へ電話で問合わせまでいった。怖い思いをしま
した。（⑧）
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・感染していない。（➀）
・数字、ニュースに振り回されず予防をする事を大事にしている。（➀）
・職業がスーパー店員なので収入面は変わらず。（⑨⑩）
・新型コロナウイルス対策は自分のみではなく世界、日本全て同様な方針で動いているので周
囲と同様な対策と取る事から影響は特別に感じないとしたもの。個人の選択自由があれば良し
としないにするところです。
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・コロナ禍で困窮する事業者等を支援できる立場にあり仕事上のやりがいにつながっている。
（⑨）
・コロナ禍の中で仕事ができる事に感謝です。70歳を過ぎての事なのでとくにありがたいで
す。（⑨）
・スポーツ教育等の企画・運営をしているため、人が集まらないと収入にも影響が出る。(⑨)
・やりがいのある仕事ではあるが不特定多数の方々との接触により自分から他人に感染させて
クラスターになったら等々の不安が大きい。（医療従事者）（⑨）
・心の病で仕事探しが困難な上にコロナ禍等で余計、仕事探しが難しくなった。家業の農業は
やっているが集まりが少なくなった。（⑨）
・働いていた会社が新型コロナウイルスの影響でつぶれたこと。（⑨）
・お客の数が減った。収入も減った。県内であっても行き来しなくなった、宣伝効果でてな
い。（⑨⑩⑪）
・ホテルのベットメイキングをしていますが新型コロナウイルスの影響で昨年から業務が少な
くなり給料が減ってしまい、飲食店などには様々な給付金や支援金など、国、県、市などから
給付されていますが私たちの様な職種に何もない。大変なのは飲食店、１人親世帯だけではな
いです。市の給付なども飲食店や１人親世帯などの給付だけなのですか。もっと県民の事を考
えて頂きたい。知事にもっと県民に寄り添っていただきたい。（⑩）
・県外からの観光客が減り、また県内外から仕事の依頼のキャンセルが多く収入が大幅に減っ
た。（会合、イベント等）（⑩）
・困っているのは子育て世代だけではない。一律で行っていってもらいたいと思う。（⑩）
・収入の減少。（⑩）
・収入やボーナスの減少（⑩）
・新型コロナウイルスにより業務内容が減り収入も減少した。収入の減少に伴い、余暇、子ど
もの教育にかける費用もコロナ禍前の水準に戻すことが難しくなった。（⑩）
・新型コロナウイルス感染拡大の為、外食産業が低迷しています。従って、３年産米の米価が
大幅に下落しました。これでは離農も考えざるを得ないと頭を痛めております。昔より何十年
と営んできた米作りを魅力好産業に取り戻すよう、緊急事態宣言をもっと強力に推し進めてい
ただきたい。（⑩）
・新型コロナウイルス蔓延のため親の介護代を捻出できなくなって兄姉間で調停に発展してし
まった。（⑩）
・紳士服製造業。仕事が減り、昨年は賞与が出なかった。今年は出たが、以前の半分。（⑩）
・夫の職場が新型コロナウイルスの影響を受け、休みが多くなるのが辛いです。その分収入が
減るのです。（⑩）
・物価は高くなるが収入等は変わらずで、必要な収入は確保が困難となっている。（全国でも
そうだと思う）（⑩）
・米、牛肉がはけない。（⑩）
・地域のお祭りや行事がことごとく中止になり、このまま薄れてしまうのでは、と不安を感じ
ている。（⑪）
・コミュニティがうまくいかない。会合ができない。買い物ができない。自由がない。
・県や市町村はよくやってくれている。
・行動がどうしても制限される。
・自由のないストレスを感じる。他県にも思うように行けない。旅行もできない。ジムもやめ
た。体の健康にもよくない影響。食事もいつもつくって食べてストレス。
・新型コロナウイルスについて。予約の方法をもう少し考えてほしい。インターネット、ス
マートフォンで予約すれば早いと言っているが高齢者等多い地域では電話予約するが電話が通
じないので予約の方法を考えてもらいたい。
・新型コロナウイルスにより仕事時間が減り給料が減る。
・生活がコロナ禍で大変。
・村が住まいのため別に何とも感じないが村人でない人に注意を感じる。


